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Ⅰ．有人宇宙技術をはじめとする技術の修得

• 国際協力を通じて効率的に技術修得
– 宇宙での長期滞在、活動を実現する技術
– 有人宇宙施設に物資を運搬する輸送機技術
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①宇宙への輸送の技術①宇宙への輸送の技術 ③地上への帰還の技術③地上への帰還の技術

第Ⅱ期第Ⅱ期

第Ⅲ期第Ⅲ期

②宇宙での滞在・活動を実現する技術

①人間が宇宙空間に行き、
②宇宙空間で滞在・活動し、
③地上に帰還すること
を実現する技術。

１．有人宇宙技術の構成、変遷

有人宇宙技術とは

健康状態の維持
（ヘルス・クライテリア）

健康状態の維持
（ヘルス・クライテリア）

快適性、作業の機能性の向上
（パーフォーマンス・クライテリア）

快適性、作業の機能性の向上
（パーフォーマンス・クライテリア）

l宇宙で作業実施、生活環境不十分
Ø宇宙滞在：数日～数週間
Øアポロ等

l宇宙で作業実施、生活環境不十分
Ø宇宙滞在：数日～数週間
Øアポロ等

l宇宙での生活空間・作業空間・装備を確保
Ø宇宙滞在：１週間～数カ月（～１０数カ月）
Øシャトル、ミール、ISS

l宇宙での生活空間・作業空間・装備を確保
Ø宇宙滞在：１週間～数カ月（～１０数カ月）
Øシャトル、ミール、ISS

第Ⅰ期第Ⅰ期 最低限の生命維持
（サバイバル・クライテリア）

最低限の生命維持
（サバイバル・クライテリア）

l小型宇宙船での打上げ・地球周回・帰還
Ø宇宙滞在：数時間～数日
Ø米国・ソ連の初期

l小型宇宙船での打上げ・地球周回・帰還
Ø宇宙滞在：数時間～数日
Ø米国・ソ連の初期
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